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研究成果の概要（和文）： 
我が国中等教育の英語教科書のモニターコーパスを更新、補充、新たにアジア諸国の英語教

科書を追加したコーパスを構築し、教科書研究のための環境づくりを行った上、教科書の内容
（語彙、構文、文法項目、トピック、社会文化的要素等）を中心に質的・量的比較を行い日本
の英語教育に欠けている点を指摘した。 
また、我が国を含めたアジア諸国の英語教育の実態と課題を検討し、我が国英語教育の問題

点、今後の方向性などを考えるための国際シンポジウム、英語教育での新しい試みに関する知
見を共有するための英語教育公開講演会、ワークショップなども開催、これらをまとめた報告
書を出版した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  The monitor corpus of the Japanese English textbooks created so far was updated and expanded and 
the English textbooks used in the Asian countries were added to examine quantitatively and qualitatively 
what was lacking in the Japanese system, especially with regard to vocabulary, structures, grammatical 
items, topics, and socio-cultural factors. 
   The international symposia and a series of public lectures and workshops were also held to find the 
future direction of the English education in Japan by examining the current state of English education in 
Japan and Asian countries and the problems they face, sharing the new findings in the field of English 
teaching and English studies together with the methodologies of dealing with the corpus data. A report 
covering them was published in the final stage. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 日本人の英語力に関し、様々な国際比較デ
ータがあるが、TOEFL、TOEIC 等のテストに
よる国際比較は、その比較方法において妥当性
が疑問視されているものの、常に日本が良い評
価を得ていない点に関しては共通している。そ
の日本人の英語力の低さは、端的には日本にお
ける英語教育の中心をなす、中等教育での英語
教育に原因の一旦があるという認識の下に、試
行錯誤的に様々な改革が英語教育で行われてき
たが、国際的な水準に照らし合わせて、使われ
る教材に関して、質的、量的な視点から系統的
な検討が行われてきたとは言いがたい。 
 
(2) 本研究のメンバーは研究開始以前の 2 年半
にわたり日本の英語教育改善のために英語教科
書のモニターコーパスを作成するとともに、英
語教育、英語コーパス言語学等に関連した最新
の知見を共有するための講演会、シンポジウム
などを実施してきたが、本研究はこの延長とし
て位置づけられるものである。 
 
２．研究の目的 
(1) 上記日本の英語教科書モニターコーパスの
更新と補充に加え、新たにアジア諸国の英語教
科書コーパスを構築し、教科書に見られる各国
の英語教育の事情の違いを検討するとともに、
我が国の英語教育に対する提言を行うことを目
的とした。 
 
(2) 教科書の研究に加えて、アジア諸国の英語
教育の実態と彼らが現在直面している課題を検
討することにより我が国の英語教育の問題点、
今後の方向性などを考えるためアジア諸国の著
名な研究者を招聘した国際シンポジウムや、我
が国の英語教育での新しい試みに関する知見を
共有するための英語教育公開講演会、ワークシ
ョップなどの開催。 
 
(3) 研究成果をまとめた報告書の公刊。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究のメンバーが研究開始前に編纂して
きた我が国中等教育の英語教材を最新版として
維持・管理するモニターコーパスの更新と補充
に加え、新たにアジア諸国の英語教科書を加え
たコーパスを構築する。入手した英語教科書の
PDF化、テキスト化、該当ページのテキストと
PDF をリンクしたデータベースを構築し、本
研究のサーバー上に置き、Web 上で公開、教
科書研究のための環境づくりを行う。 
 

(2) 日本の外国語学習指導要領に基づいて編纂
された我が国の教科書とアジア諸国の教科書を
比較することにより、早期英語教育の有無によ
って中等教育の教科書ではどのような内容的差
異が現れるのか、また日本の教科書に欠けてい
る部分について、特に教科書の内容（語彙、構
文、文法項目、トピック、社会文化的要素等）
を中心に質的・量的な比較を行う。 
 
(3) 教科書を含む各国の英語教育事情（現状と
課題）を共有するための国際シンポジウム、英
語教育、言語学等の最新の知見を共有するため
のシンポジウム、公開講演会の開催。 

 
(4) 教科書比較のためのソフトウエアの開発、
および、コーパス利用に関連するソフトの利用
法のワークショップの開催。 

 
(4) 以上を総合的に扱った報告書の刊行。 
 
４．研究成果 
(1) 構築されたコーパスは日本、韓国、中国、
台湾、ヴェトナムの中等教育で用いられている
英語教科書（179冊・総語数3,770,932語）を収
録し、Web上での検索、ダウンロードを可能に
した。単なる教科書本文を参照するだけでなく、
文化情報や、文法の扱い、練習問題など形式に
関連する教材開発などのためにはもとの教科書
に戻って検討する必要があり、そのためテキス
トファイルからもとの教科書の PDF 版をペー
ジ毎に参照するためのリンクを貼った。構築さ
れたコーパスは教科書分析のためだけでなく、
教育用コーパス (Pedagogic Corpus) としての利
用価値も高い。（詳細は報告書、 3-18） 
 
(2) Freq_Analysis_Toolkit（以下 FAT）等の分析
用ソフトの開発、及び統計パーケージRの利用
法と R を用いた多変量解析の方法論の解説：
FAT は教科書コーパスからダウンロードした
テキストファイルを対象に語彙の頻度表や分割
表を作成した上で多変量解析の一手法である分
割表の数量化を行い、結果を 1次元、2次元、
あるいは 3次元で表示するプログラムと、文の
長さの比較、あるいは情報の密度を測る TTR
（Type Token Ratio: 総語数を異語数で割ったも
の）の推移や総語数の増加に伴って異語数がど
の様に伸びるかを分析、比較するなどの機能を
持った一連のプログラムである。FATで作成し
た分割表を対象に主成分分析、因子分析などの
多変量解析も可能になるが、Web上でダウンロ
ード可能なフリーウエアの統計パッケージRを
利用したその方法も取り上げた。（報告書、
361-431） 



 
(3) コーパスを用いたコロケーション（共起語）
分析の手法や、尤度比検定、多変量解析などの
統計手法を用いたテキストの類型分析に用いら
れ手法が教科書の比較分析に有効であることが
実証された。下記の論文②、⑥、⑬などがこれ
ら方法論に関するもので（報告書, 49-58, 85- 
103）、研究協力者の山添孝夫「教科書コーパス
から何が見えるか：高等学校教科書の場合」、中
村純作他編『コーパスと英語教育の接点』（松
柏社、2008、pp. 151-179、報告書、pp. 105-120
に再録）もこれにあたる。 
 
(4) 文化的側面からの教科書データの分析法の
開発と応用。下記の論文④では写真やイラスト
図に現れた文化情報を取り上げ、論文①では教
科書に現れた国名、地名等をとりあげ各国教科
書の認識地図を作成し比較したもので、各々、
比較分析に有効であることが分かった（報告書, 
38-48, 59-83）。 
 
(5) 我が国の英語教科書と各国の英語教科書と
の文化的側面、語彙、文法項目などによる比較。
上で言及した方法論を取り上げた論文①、②、
④、⑥、⑬もこれにあたるが、これら以外にも
研究協力者のY. Miyaura, “Comparative Analysis 
of the English Textbooks used in Junior High 
Schools in Japan and Korea: Identification of Dis- 
tinctive Words, ”（報告書, pp. 121-155）、K. Sato, 
“Cultural Aspect in English Textbooks: A Com- 
parison of Junior High School Textbooks in Japan 
and Taiwan, ” (On Language and Language Educa- 
tion, Vol. 2, 2008, pp. 150-170、報告書, pp. 157-174
に再録)、C. Hamanaka, “Comparative Analyses of 
Junior High School English Textbooks in Japan, 
South Korea, and China: Focusing on the Usage of 
Comparative Expressions,” (On Language and Lan- 
guage Education, Vol. 3, 2010, pp. 3-33、報告書、
pp. 175-199に再録)、 K. Yamamoto, “Comparative 
Analyses of the English Textbooks Used in Middle 
Schools in Japan and South Korea: From the 
Viewpoint of Future Expressions by Means of will,” 
(On Language and Language Education, Vol. 3, 
2010, pp. 191-219、報告書、pp. 201-224に再録)、
K. Shimomura, “A Comparative Study of the Eng- 
lish Textbooks Used During the First Three Years of 
English Education in Finland and in Japan,” (On 
Language and Language Education, Vol. 3, 2010, 
pp. 137-167、報告書、pp. 225-248に再録) 等が
ある。 
 
(6) 英語教科書を含む我が国とアジア諸国の英
語教育の現状とその問題点の解明：下記論文③
では我が国と中国の新しい学習指導要領の比較、
対照を行ったが、さらに我が国とアジア諸国の
英語教育の現状と課題を検討し我が国が取るべ
き方向を考えるために国際シンポジウムを 2度

にわたり開催した。“Locating the Teaching of 
English in Japan in Asian Contests: What We Can 
Learn from China and Korea”と題したものでは、
中国を代表して L. Yongjun 氏 (English Weekly 
副編集長)、韓国からO. Kwon教授（ソウル国立
大学）、我が国を代表して山岡憲史教授（立命
館大学）を講師に議論を行った。結果は同タイ
トルで『立命館言語文化研究』第 21巻、2号、
pp. 1-58に報告した(報告書、pp. 251-297に再録)。
次いで同じタイトルで副題 を“What We Can 
Learn from Vietnam, Malaysia and the Philippines”
として行われたシンポジウムではヴェトナムか
らHoang Van Van教授（ハノイ国立大学）、マ
レーシアからSaadiyah Darus 隼教授 (Universiti 
Kebangsaan Mayasia)、フィリピンから J. Malicsi 
教授 (University of Philippine, Dilman)と山岡憲
史教授（立命館大学）を講師に議論を行い、『立
命館言語文化研究』第22巻、1号に掲載予定で
現在印刷中である（報告書, 299-343）。 
 
(7) コーパス編纂と著作権にまつわる諸問題の
検討：シンポジウム「コーパスにまつわる諸問
題から」宮脇正晴教授（立命館大学）に寄稿頂
き、平成 21年の著作権法改正により、コーパス
作成のための情報収集については許されるもの
の、作成された記録媒体を公衆の用に供された
ネットワークに接続することは今後の議論の動
向を見る必要が確認された（報告書, 353-358）。 
 
(8) すでに上で引用した紙の報告書は完成、Web
上でも公開の予定であるが現在は暫定版として
下記［その他］ホームページ等の欄のURLにア
ップ。） 
 
(9) 研究代表者、研究分担者、各々の方法論に
基づいた関連する研究とその成果の公刊。 
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